
平成２１年第５回（９月）定例会　一般質問通告表
	順
	質　　問　　事　　項
	質 問 者

	１
	１　緊急経済対策について
⑴　本土発千円割引の実施要綱と実績説明

⑵　千円割引で島内に及ぼした経済効果

⑶　航路割引の結果６万６千434人の利用者があったと聞くが、宿泊人数と宿泊数

⑷　島発千円の事業実施はいつからになるのか

⑸　トキめき商品券の販売実績と消費動向

２　佐渡観光の問題点
⑴　佐渡観光基本計画の有無と佐渡観光の大目標について尋ねる
⑵　佐渡観光協会の運営とあり方、21年度の支援内容、事業委託の内容、費用対効果など事業精査の方法と事業執行に対する佐渡市の満足度
⑶　佐渡汽船両津港ターミナルの表玄関はどこになるのか
３　佐渡汽船の経営姿勢について
⑴　島民の希望の多い新潟発21時以降の運行や島内経済に貢献できる貨物専用フェリーの運航などについて検討が必要ではないか
⑵　合併以後、小木航路、両泊航路に関係する支援、その他佐渡汽船に関する支援の内容と総額及び支援事業ごとの成果

⑶　新造船建設に対する補助金活用などについて、佐渡汽船にどのような情報を提供し、どのような要望があったのか
４　空港整備の問題点

⑴　佐渡空港に対する県の基本姿勢をどのようにとらえているのか

⑵　県議会「建設公安委員会」の佐渡市から必要性や熱意が感じられないとの委員長報告に対する佐渡市の対応

５　環境対策に対する問題点

⑴　３箇所のクリーンセンターを１箇所に統合、佐渡クリーンセンターに集約する趣旨の答弁が議会報にある。部長答弁の確認と市長は部長答弁を承知しているのか

⑵　トキ放鳥と島内分散飼育に一考が必要
	祝　優雄

	２
	１　佐渡市経済対策について
○　公共事業について
①　発注及び中間前払制度の成果について
②　建設工事現場における現場代理人及び主任技術者に対する常駐義務緩和について
２　厚生連佐渡総合病院の移転新築について
⑴　県の財政支援について
⑵　発注の時期と方法について
看護学校棟の分離発注と地元業者の参入について

３　地元業者の受注拡大について

⑴　市内に本社がある業者に限定するなど地域要件を強化することについて

⑵　除雪協力業者に対する受注機会の確保について
⑶　「名ばかり営業所」対策について
	根岸勇雄

	２
	４　旧新畑野衛生組合処理場跡地に建設したストックヤードについて

⑴　使用状況について

⑵　今後の利用について

５　中小企業緊急雇用安定助成事業について

６　電気自動車の導入について

７　予定価格の事後公表について
	根岸勇雄

	３
	１　部制について
⑴　屋上屋を架す組織であり迅速な行政運営の手かせ・足かせと市民から批評されている部制について、執行部はどのように考えているか
⑵　昨年９月、行財政改革特別委員会中間報告「⑷部制について」の中で、部制を廃止し課制への移行を強く求めているが、これをどう受け止め検討したのか
⑶　現在の部長職の中で今年度の離任（退職）予定者は何人か
⑷　新年度から廃止か、存続か。市長の見解を問う

２　佐渡観光協会について
⑴　佐渡市からの補助金で実行している（実行すべき）イベント等について、本年度の執行状況を問う
⑵　観光協会の事務所として佐渡島開発総合センター内で改修工事が行われたが、その目的と現在の使用状況を問う
⑶　「財界にいがた」９月号に掲載された観光協会に関する記事の中で、職員数や補助金等の金額に間違いはないのか
３　回数の減った燃えるゴミ（生ゴミ）収集について
週３回だった生ゴミの収集が廃プラ収集の影響で今年度から２回になったが、特に市街地では、夏場の気温上昇に伴って悪臭や害鳥虫等の飛来による環境汚染が発生し、市民はもとより帰省客や観光客に不快の念を与えている。その対策を来年度に向けて考えるべきと思うが、見解を問う
	松本正勝

	４
	１　新型インフルエンザ対策について

⑴　本市における罹患の現況と見込まれる罹患者数(内推定死亡者数は)

⑵　対応策、具体的な方法と手順

①　各病院・医院における対応

②　学校・保育園、各種福祉施設における対応

⑶　市役所の役割

①　保健師の活動計画

②　予防、治療に対する費用援助

③　対応策の周知徹底は

２　職員の資質向上に向けて

⑴　研修制度の実際とその効果測定について

⑵　専門職の種類・数と任用の実態について

⑶　専門職育成に向けた資格取得と任用について
⑷　係長試験制度導入について
係長・課長への任用・昇格の仕組みはどうなっているか、透明性は確保しているか
	田中文夫

	４
	⑸　適材適所(希望又は強制配転)あるいは人づくりのできる職場態勢を考慮して人事配置しているか

３　公の施設の存廃と使用のあり方について

⑴　経費節減とサービス拡充の狭間の問題(目的外使用のあり方)について

例:アミューズメント佐渡におけるペット販売について

⑵　公益に資する範囲(収益目的か文化活動か、はたまた市民の福利向上か)と利用料の妥当な設定について

⑶　市保有施設の適正配置と民間とのバランスあるいは民活との折り合いについて(サービスのミニマム確保、あるいは拡充のモデルとしての役割)
	田中文夫

	５
	１　佐渡市将来ビジョン中間案より
⑴　策定の背景と目的

①　ビジョンの真実性と担保責任は

②　将来ビジョンは民主党政権でどう変わるのか
⑵　成長力強化戦略について
①　第１次・２次産業の振興策から
６次産業への振興策が見えない。６次産業支援体制はあるのか。起業チャレンジへの支援体制はどうなっているか
②　安全安心な地域づくりから
医療・福祉の具体的充実策は
③　観光等交流事業の拡大策から
ｱ)　大学及び姉妹都市の活用策は
ｲ)　定住人口増加策は
２　景観計画から

○　「絵に描いた餅」の消化ゲームではないか
景観はハードではないソフト（心）が問題、住民意識とモラルレベル
	村川四郎

	６
	１　政権交代を選択した国民の意思に対する市長の認識と今後の市政運営について

２　福祉政策について

⑴　地域密着型サービスの拡充と在宅支援策

⑵　後期高齢者医療制度について

①　普通徴収における滞納状況と納付相続

②　平成22年度の短期証発行方針

③　全国最低となった新潟県の老人医療費を反映して来年度の保険料を検討しているか。また、健康診査の受診率向上策は
３　公共交通システムの社会実験について

⑴　支線、地区内路線の運行サービス（南部地区３路線）について
⑵　高齢者割引チケット販売窓口の増設を

４　公共サービスの委託について
○　公共サービスの委託要件として公共サービスの質の確保や労働環境整備
適正な雇用水準確保は重視しているか

５　農業政策について

各部局やＪＡとの協議・連携による一元的推進体制の確立について
	小田純一


	７
	１　地産地消による地域経済活性化の取組みと進捗について
⑴　農業振興について
①　農産物の生産拡大について
②　流通システムについて

⑵　林業振興について
①　佐渡産材の利用状況について
②　流通システムについて
③　森林の整備とカーボンニュートラルについて

２　行財政改革について
⑴　組織と人事について
⑵　指定管理制度の施設について
	金光英晴

	８
	◎　佐渡経済の低迷、不況は深刻である。この経済状況からの脱却に真剣に取組んでいるのか。結果は出ているのか。求人倍率など各種経済指標は改善しているのか。今まさに佐渡市長と職員が一丸となりこの有事に対して取組み、結果を出す時である
⑴　エコアイランド構想と島民の理解について
・　エコアイランド構想の推進は現在の世界情勢を見ても積極的に進めるべき施策ではあるが、同時に、住民の理解とお互いに利益を享受できる仕組みが必要である。以下の点について市長の見解を問う
ｱ)　再生可能エネルギーへの取組みは進めるつもりがあるのか
ｲ)　この件について職員からの提案や職員の積極的な行動が見られるのか
ｳ)　国や県の施策と連携が図られているのか。また、それらの情報をいち早く感受し市政に反映させる担当もしくは取組もうとする部署や人員はあるのか

⑵　合併後住民サービスについて
・　合併後、一方的な住民サービスの低下や負担の増加がいたるところで見受けられる。佐渡市や職員が自ら汗を流し骨身を切った上での結果であれば理解できるが、創意工夫、なにより職員一人一人の意識改革が　もっと必要なのではないか。市長と職員間の周知及び理解の方法を問う
ｱ)　職員からの積極的な施策展開はあるのか
ｲ)　行政サービスの平準化をどのようにとらえているのか
ｳ)　街灯維持費の負担増、各種補助金の削減の方法と説明について住民から理解が得られているか
ｴ)　公園、トイレ、ごみ箱の管理について問う
⑶　多種多様な交流人口（観光客）からのニーズについて
トキ放鳥、世界文化遺産への取組みなどにより佐渡は世界から注目されている。多種多様な人々が佐渡に入り今までのルート観光とは違った動きをしている。それらに佐渡市は対応しているか

⑷　企業誘致と佐渡在住の企業への支援について
企業誘致後のケアをどのように行っているのか

⑸　離島佐渡の交通機関について
佐渡空港の進捗状況について問う
	大桃一浩

	８
	⑹　世界文化遺産登録への取組みと資源保存について
世界文化遺産の登録を積極的に進める一方で、保存すべき貴重な資源が朽ちていくのを平気で見過ごしている。何をどうすべきか理解しているのか
	大桃一浩

	９
	１　「組織的意識改革」こそ行政が取組むべき最重要課題の提起について

⑴　病院改革について

⑵　政策立案、遂行能力に欠かせない意識改革について

⑶　各分野における工夫の原点に必要な意識改革について

⑷　円滑な行政運営に欠かせない機構上の意識改革について

２　景気対策の本質を見失っている発注について

３　国仲西部土地改良区における「関係者に還元する寄付金」処理に対する県の指導について
	加賀博昭

	10
	１　生活交通確保対策事業について
⑴　路線バスを使った新しいサービスの社会実験について
⑵　サービスを利用できる対象者について
⑶　サービスの内容について
⑷　利用方法について
２　子どもと高齢者の医療費について
○　インフルエンザ予防接種について
高齢者のインフルエンザ予防接種について
３　行政改革について
○　公共施設の見直しについて
①　各施設の方針はどのようになっているのか
②　方針の理由について

③　今後どのように進めていくのか
④　行政改革の基本方針である市民協働についてどう対応するのか
⑤　今後の日程について
	中村良夫

	11
	１　親しみのある環境づくりについて

⑴　市民によるリサイクル意識の高揚対策について

①　廃プラスチック施設、古紙施設、クリーンセンターなどの見学会の実施の考えは

②　市民の協力を得てごみの分別がされている工程及び行き先を明確に示し、経費やメリットについても公表する必要があると考えるが

③　学校給食や家庭でできる生ごみ堆肥化運動はどのように取組まれているかを問う

④　平成21年４月１日より「佐渡市ポイ捨て等の防止に関する条例」が施行されたが、その成果は

⑵　加茂湖周辺環境整備について

①　わかりやすく安心の案内板づくりについて

②　ガードレールや防護柵等で、加茂湖に親しむ人達に、住む鳥や魚、生物、植物などを絵柄にして表示する考えは

③　トイレの設置をどのようにとらえているのかを問う

２　男女共同参画社会の推進について

⑴　佐渡市の計画と取組み状況を問う
	本間千佳子

	11
	⑵　男女共同参画社会の推進にあたり、その成果を問う

　①　市の委員会・審議会における女性の登用割合40％以上の目標について

　②　仕事と育児・介護の両立のために雇用者側の意識啓発の推進について

　③　女性に対する暴力を許さない社会環境づくりについて

　④　生涯学習における男女平等教育の推進について
	本間千佳子


	12
	１　新型インフルエンザについて

⑴　発熱した際どのような手順で病院にかかるのか

⑵　保育園、幼稚園、学校における対策について

⑶　予防接種の優先順位は

⑷　佐渡市のタミフルの備蓄は万全か

２　全国学力テストについて

佐渡市の成績及び問題点は

３　佐渡市総合防災訓練について

学ぶことと問題点（改善点）は

４　ボランティア活動について

⑴　市職員の参加状況について

⑵　一般市民への呼びかけについて

５　佐渡市の今夏における夏祭り・イベントについての総括

⑴　イベント広場ばかりが盛大で商店街では閑古鳥の現状分析は

⑵　週刊誌「佐渡ヶ島沈没“第２段”」へ反論は
	廣瀬　擁

	13
	１　新しい政治状況下における佐渡市の方向について

衆議院選挙の結果、これまでの自公政権が変わり、民主党を中心とした政権がスタートする。「三位一体」改革にみられた本来国が持つべき地方に必要な財源の切捨てについては、転換する方向が示されている。佐渡市も大きく影響を受けることになるが、今後の方向について見解を求める

２　行財政改革の考え方と取組みの姿勢について
⑴　平成20年11月５日付総務部長通知「公共施設見直しについて」において、「見直しに当たっての留意事項」の第一として「１．施設が何を目的に設置され、運営されているのか、存在意義（市が運営主体となる必要性の有無）を明確化するために、現状を分析すること。」と各施設の検証について警鐘しているが、それは十分な見地でなされているのか
⑵　先の６月議会において、保育園の民営化について「（何でも）民営化できるものについては民営化していく方針である」(総務部長答弁)と改革方向を示しているが、これで公務公共性の高い行政の役割が果たせるのか
３　学校統合、保育園の統合･民営化等について

⑴　学校統合におけるメリット、デメリットや保護者合意について

⑵　６月議会で保育園の民営化について検討するとしたが、その結果は。また、保育園の民営化についての統合･民営化のメリット、デメリット等について

⑶　保育料の値上げは何故か

４　国民健康保険について
	中川直美

	13
	⑴　税滞納者に対するペナルティ的な資格証明書の交付は、医療を受ける権利の侵害である。効果も少なく、この間の市の姿勢（答弁）や新型インフルエンザの対応からみても止めるべきである。また、失業などで収入が落ちた加入者への申請減免を広く認めるべきではないか
⑵　国保法44条の医療機関の窓口における負担減免は放置しておくのか
５　観光振興について

環境の島、豊かな自然や歴史ある佐渡において、海水浴やキャンプ場を廃止することの意味は何か。また、今後の方向性は
	中川直美

	14
	１　今回の衆議院選結果についての市長所見

２　ＣＮＳで今回の衆議院選速報（中間発表）をしなかった理由

３　佐渡汽船運賃割引について

⑴　５月30日～７月26日の割引に対する佐渡市の補助（負担）金額

⑵　今後の割引の内容と時期

４　分別収集された廃プラ等の末端処理（島外）

５　行革

⑴　議会機能移転時期

⑵　焼却場合併時期

⑶　市職員の営利企業等の従事制限

⑷　市税等滞納対策の成果（前年対比）

⑸　財政計画（将来ビジョン中間報告の内容）

⑹　市公共事業の入札の現状（落札率等）

⑺　市税の増収策

６　姫津地名問題

　進捗と解決時期
	近藤和義
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